
【記載例】（別紙様式１－①） 
輸出承認申請内容明細書 

 
輸出承認申請の内容について、以下のとおり補足説明をいたします。 

申請日 〇〇〇〇年     ○月     ○ 日 ＊承認証番号  
1. 申請者 
(氏名又は名称及び代表者の氏名) 
  ○○○○株式会社 
 代表取締役社長 経済 太郎 
(住所)  東京都 ○○区 ○○○ １－１－１ 

担当者氏名 
所属部署 

○○ ○○○ 
○○○○○○○○○○ 

電話番号 03-1234-5678 内線（1234） 
  

2. 輸出しようとする貨物および規制物質名 

商品名（貨物名） 規制物質名 別２等項番 製造者（メーカー）名 

① A B C - 9 2 8  

（ ト ル エ ン の 混 合 物 ）  

ト ル エ ン    2 1 - 3  (株 )○ △ ケ ミ カ ル  

②  A C E T O N E  ア セ ト ン    2 1 - 3  □ □ 産 業 (株 )  

    

3. 申請理由 

（輸出の経緯及び概要） 

最終需要者である○○に継続的に原料の供給を行っており、自動車の座席シートの接着剤に使用するため発注があったもの 

（当該貨物が輸出令別表第２に該当する具体的理由） 

①  A B C - 9 2 8は ト ル エ ン が 5 0％ を 超 え て 含 有 す る た め 、 輸 出 管 理 令 別 表 2の 2 1 - 3に 該 当  

②  ア セ ト ン で あ る た め 輸 出 管 理 令 別 表 2の 2 1 - 3に 該 当  

当 該 貨 物 の H Sコ ー ド は ○ ○ ○ ○ （ 適 用 除 外 対 象 の H Sコ ー ド 貨 物 で な い こ と わ か る よ う 記 載 ）  

4. 貨物の輸送ルート（経由地（積替地又は寄港地）をすべて記載） 

①（積出港）東京 or 横浜（船舶）   （経由地） HONGKONG     （最終仕向国及び通関地） CHINA ／ HONGKONG 

②（積出港）成田 （航空便）     （経由地） DIRECT       （最終仕向国及び通関地） CHINA 
5. 輸入者の名称、所在地及び概略 

買主 (名称)    ○○ ○○○ ○○○ 
(所在地)   ○○○○○○○○○○○○○○ 

(従業員数)   30人 

(出資情報)   日本出資80％ 資本金 1,000HKD 
(事業内容)    商社（塗料、接着剤等の販売） 

荷受人 (名称)        最終需要者と同じ 

(所在地) 
(従業員数)  
(出資情報)  
(事業内容) 

6. 最終需要者の名称、所在地及び概略 

最終需要者 (名称)     ○○ ○○○ ○○ 
(所在地)    ○○○○○○○○○○○○○○ 

(従業員数)     50人 

(出資情報)   台湾出資100％ 資本金 5,000台湾ドル 
(事業内容)     自動車部品の販売 

使用予定工

場等 

(名称)     ○○ ○○○ ○○  ○○PLANT 
(所在地)    ○○○○○○○○○○○○○○ 

7. 貨物の使用目的及び使用方法 

自動車部品の製造で使用するため。 
トルエンは自動車の座席シート部分の接着剤として使用し、アセトンは自動車用板ガラス接着をする際、接着前のガラス表面の付着物を取り

除く為に使用する。 

 

8.その他 
・P/O上の貨物名「A B C - 9 2 8」 は M S D S の 「 T O L U E N E  G G R S 9 2 8」 と同一の貨物です。 
・本件アセトン輸出単価は、アセトンの市場価格に連動して上下するため、過去 1 年ほどの実績を勘案し、契約書において±10％の上下幅を

設けています。したがって、申請書の総額欄に最大時10％の金額を記載しています。 
・○○○の理由から、輸出承認証の有効期限を△年△月△日まで延長願います。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

経済産業省使用欄のため、 
記載不要 

⑧

 



 

 

輸出承認申請内容明細書は、申請書の記載を更に詳細に記載するものです。したがって、申請書と内容が整合す

るように作成してください。 

①  会社など法人の場合は、法人の代表権を持っている者を申請者としてください（個人の場合は本人）。なお、委

任状によって代表権を持っている者から輸出承認申請に関する権限を委任された場合は、委任された者が申請者

となることができます。この場合、委任状（委任状を経済産業省に登録している場合はそのコピー）を１部提出

してください。 

② 輸出承認申請書の商品名（貨物名）を記載してください。混合物の場合は商品名の下に（○○の混合物）と記

載してください。 

③  輸出の経緯及び概要、当該貨物が輸出令別表第２に該当する具体的理由、HSコードを記載してください。 

④ 貨物の輸送ルートは、経由地（積替地又は寄港地）のすべての都市名又は国名を記載し、最終仕向国は合わせ

て通関地も記載してください。貨物が複数の場合や輸送が複数回にわたる場合であって、これらの輸送経路が異

なる場合は、それぞれ輸送経路を記載してください。なお、輸送手段（航空機、鉄道、船等）について判明して

いる場合はすべて記載してください。 

（積出港）：船舶の場合は積出港、航空機の場合は空港名 （経由地）：積替地、寄港地の全ての都市名または国名 

⑤ 輸入者（買主と荷受人が異なる場合はそれぞれ記入）を記載します。相手方の名称、所在地、従業員数、事業

内容の他、出資情報（例えば、資本金、出資者名、出資比率など）等について簡潔に記載してください。 

⑥ 最終需要者（貨物を最終的に使用する者）を記載します。相手方の名称、所在地、従業員数、事業内容の他、

出資情報（例えば、資本金、出資者名、出資比率など）等について簡潔に記載してください。最終需要者が複数

存在する場合は欄を拡張して記載するか、最終需要者一覧表（別紙様式１－②）を使用してください。なお、バ

ルク輸出（買主が現地でストックし顧客に販売するもの）のため最終需要者（顧客）が多数の場合は、顧客リスト（別

紙様式３）を登録する事によって、最終需要者欄は登録番号の記載のみとすることができます。 

⑦ 当該貨物の使用場所が最終需要者の所在地と異なる時（最終需要者（本社）の別工場で使用する場合や、最終

需要者が契約を交わしている別工場等で貨物が使用される場合等）に記載してください。複数ある場合には、そ

れぞれについて欄を拡張して記載してください。 

⑧ その他、備考欄として使用してください。 

例えば、添付したMSDS（成分分析表）と商品名（貨物名）が違う場合は同一であること、輸出契約書等において

単価に変動があるため上下幅を設けている場合、承認証の有効期限延長を希望する場合等、その旨記載してくださ

い。なお、承認証の有効期限の延長は特別な事情がある場合に限定されます。理由を具体的に記載してください。 

 


